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1-3 使用できる区域と条件 

本器は、爆発性ガスグループⅡA、ⅡB またはⅡC のガスが存在する可能性のある場所での使用が認可されていま

す。これは、本器の使用温度範囲内で、Zone１または Zone２に分類される危険区域に限り、使用されることを意図し

ています。 
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1-4 危険、警告、注記の定義 

本取扱説明書では、表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる被害の程度を、以下のように区分して説

明します。 

 

 危険 取り扱いを誤った場合、人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを
意味します。 

 警告 取り扱いを誤った場合、身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定されることを意味し
ます。 

 注意 取り扱いを誤った場合、身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定されることを意味し
ます。 

 

その他、取り扱い上のアドバイスを、以下のように表示して説明します。 

注記 本器を取り扱う上で知っていると役に立つ事項を意味します。 
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安全上、大切なお知らせ 
2-1 危険事項 

 危険 

 通電状態では蓋を開けないでください。蓋を開ける場合はポータブルガス検知器などを使用して周囲にガスが

ないことを確認してください。 

 本器の修理を行わないでください。 

 防爆接合面は修理、および交換をしないでください。容器や防爆接合面にキズ、クラック、変形などがみられた

場合は、直ちに使用を中止して速やかに販売店または最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。  
 

2-2 警告事項 

 警告 

 電源供給時には、所定の電圧であることを必ず確認した上で本器に電源を供給してください。 

所定の電圧以外で使用すると、機器の破損につながります。また、不安定な電源は誤動作を起こすおそれが

あるため、使用しないでください。 

 本器の保護接地線を切断したり、保護接地端子の結線を外したりしないでください。 

 本器を動作させる前には保護機能に欠陥がないか確認してください。 

保護接地などの保護機能に欠陥があると思われる場合は、本器を動作しないでください。 

 保護接地を確実に行ってから外部制御回路への接続を行ってください。 

 ゼロ校正を周辺空気で行う場合は、周辺が清浄な大気であることを確認してから行ってください。 

雑ガスなどが存在する状態でゼロ校正を行うと、正しい校正ができません。また、ガスが漏洩している場合、正

しく検知できず大変危険です。 

 ガス警報が発報された場合は大変危険です。お客様の判断により安全を確保した上で、適切な処置を行ってく

ださい。 

 本器を有機溶剤などに長期間、浸漬しないでください。フレームアレスタを構成している部品の材質は、ポリ

フェニレンサルファイド（PPS）樹脂製です。  
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2-3 注意事項 

 注意 

 本器の近くやケーブルの近くでトランシーバなどによる電波を発すると、本器の動作に影響を及ぼす場合があ

ります。トランシーバなどを使用する場合には、動作に影響の出ないところで使用してください。 

 電源を再供給する場合は 10 秒以上の間隔を空けてください。すぐに電源を再供給すると正常に動作しない場

合があります。 

 本器は制御機器ではありません。本器の外部出力を利用して他の機器の制御に利用することは絶対にしない

でください。 

 本器を分解したり、改造したりしないでください。本器を分解、改造すると、性能が保証できなくなります。 

 内容を把握せずむやみに設定を変更しないでください。場合によっては、警報が正常に動作しなくなることがあ

ります。本取扱説明書に記載されている以外の操作はしないでください。 

 本器は保安計器です。安全確保のため、必ず定期的に点検を行ってください。点検を行わずに使用を続ける

と、センサの感度が劣化し、正常なガス検知が行えません。  
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 注意 

 設置は、設置要件に従ってください。 

 本器を分解、改造、変更しないでください。 

 ガス校正を含め、再調整や部品の交換を行う場合は、販売店または最寄りの弊社営業所までお問い合わせく

ださい。 

 接地線、または接合導体の接続にはケーブルラグを使用してください。また、接合導体は、緩みやねじれがな

いよう取り付けてください。 

 爆発性ガスが大気中に存在する場合は蓋を開かないでください。 

 流路、およびセンサ部内の最大圧力は 10.13 kPa（ゲージ圧）です。 

 本器に電源を供給する前に、必ず接地端子に接続してください。 

 接地処理は D 種接地相当とします（接地抵抗 100 Ω未満）。 

 圧着端子を使用して、接地線をユニット内部の接地端子に接続してください。また、外部接地端子には断面積

が 4 mm2 以上のケーブルを使用してください。 

 設置時は、認証されたケーブルグランドを使用してください。 

 周囲温度が 65 ℃を超える場所に本器を設置する場合は、最大周囲温度より 5 ℃以上高い温度で使用可能な

ケーブルを適切に選定し、使用してください。 

 蓋の窓に強い圧力や衝撃を与えないでください。防爆性能が損傷によって失われるおそれがあります。（機械

的危険性は低いことが試験で確認されています（2 ジュール）。） 

 変換アダプターを使用する場合は、1 つの接続口に対して変換アダプターを 2 個以上重ねて使用しないでくだ

さい。  
 

 注意 

吸引式の場合 

 流量 0.4 以上 1.5 L/min 以下で使用してください。  
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＜容器背面のねじ穴（SD-3）＞ 
本体容器の背面に 4 か所のねじ穴があります。 

 ねじサイズ：M5 

 ピッチ：0.8 

 ねじ深さ：5 

 おねじの最大許容長さ：Lmax = 4.2 mm + x  

（“x”は中間パーツの厚さ） 

 

 
 
＜容器背面および下面のねじ穴（GD-3）＞ 
本体容器の背面に 4 か所、下面に 4 か所のねじ穴があります。 

 ねじサイズ：M5 

 ピッチ：0.8 

 ねじ深さ：5 

 おねじの最大許容長さ：Lmax = 4.2 mm + x  

（“x”は中間パーツの厚さ） 

 

 
 ＜容器背面＞ ＜容器下面＞ 

  

容器背面のねじ穴（4 か所） 

容器背面のねじ穴（4 か所） 

容器下面のねじ穴（4 か所） 
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製品の構成 
3-1 本体および付属品 

梱包箱を開けて、本体および付属品を確認してください。 

万一、足りないものがありましたら、販売店または最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。 

3-1-1 本体（SD-3） 

＜拡散式＞ 

 ＜EC バリア無仕様＞ ＜EC バリア有仕様＞ 
   

＜吸引式＞ 

 ＜EC バリア無仕様＞ ＜EC バリア有仕様＞ 
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3-1-2 本体（SD-3SC） 

＜本体＞ 

 

3-1-3 リモートセンサヘッド（GD-3） 

＜リモートセンサヘッド＞ 

 ＜EC バリア無仕様＞ ＜EC バリア有仕様＞ 
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設置方法 
4-1 設置に関する留意事項 

適切な取り付け場所の選択は、システムの性能にとって重要です。 

以下の注意事項を必ず守って設置作業を行ってください。 

注意事項を守らないと、機器に故障が生じ、正常に動作しない場合があります。 

 注意 

 本器は精密機器です。本器を設置する場所（環境）によっては性能を発揮できない場合があります。設置場所

の環境を確認し、状況に応じて必要な処置をしてください。 

 保安防災上重要な役割を果たすため、効果的な場所に必要な点数を設置してください。 

 ガスの種類や作業エリアにより、ガス漏れしやすい場所や滞留しやすい場所は異なります。場所や点数を十分

考慮し、設置してください。 

 ゴミ、雪、泥、外部機器などにより、センサへのガスまたは蒸気の接触を妨げてはなりません。保護等級は、本

器がこれらの条件への暴露中および暴露後にガスを正常に検知することを保証するものではありません。埃

の堆積物や水没、高圧の水にさらされた場合は、本器の動作確認および校正を実施して下さい。 

 検知器の設置方向はセンサが下向き方向が推奨となります。センサが機械的損傷、汚れ、水の侵入から保護

されている場合においては、他の向きに設置しても問題ありません。 

 特別付属品は純正品を使用してください。  
 

4-1-1 設置に関する一般情報 

設置作業は、以下の点に留意して行ってください。 

 周囲温度が 65 ℃を超える場所に本器を設置する場合は、使用時に想定される最大周囲温度よりも 5 ℃以上高い

温度で使用可能なケーブルを適切に選定し、使用してください。 

 SD-3、SD-3SC の本体には M25  1.5 の接続口が 2 箇所あり、フィールドの配線時に使用します。接続口を使用

しない場合は、必ずブランキングプラグで塞いでください。 

 GD-3 には SD-3SC と接続するための M25×1.5 の接続口が 2 箇所あります。使用しないどちらか一方の接続口

は、必ずブランキングプラグで塞いでください。 

 型式と異なる原理のセンサを装着しないでください。 

 撚線の導体を使用する場合は、先端部にフェルールを使用してください。 

 二次回路は絶縁源から供給してください。（アラームリレー接点には適用されません。） 

 導管を使用せずに設置する場合は、防爆検定に適合したケーブルグランドを使用してください。また電磁波ノイズ

などの外部影響への耐性を強化するため、ケーブルのシールドを本体やケーブルグランド、指示計などに接続して

ください。 

 アラームリレーへの配線（オプション）は、定格電圧、電流および環境条件に従って、ケーブルや端子台などの部品

を選択し、接続してください。 

また、設置時には、以下の内容を十分に検討してください。 
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 警告 

 長期間開閉動作がない場合、正常に動作しなくなる場合があります。定期的に接点の開閉動作を確認してくだ

さい。 

 有機ガスや硫化ガス雰囲気中に長期間さらされると、接触不良などが発生することがあります。 

 原則として、本器の警報接点で誘導負荷を動作させないでください。特に蛍光灯、モーターなどの動作には絶

対に使用しないでください。 

 やむを得ず誘導負荷を動作させる場合は、外部リレーで中継（接点増幅）してください。ただし、外部リレーのコ

イルも誘導負荷に該当するため、低電圧（AC 100 V 以内）で駆動するリレーを使用し、適切なサージ吸収部

品（CR 回路など）で本器の接点を保護してください。 

 シリコーン雰囲気中では使用しないでください。  
 

 注意 

 無励磁状態の b 接点（ブレーク接点）は外力などの物理的な衝撃によって、瞬時的な開（オープン）動作が発生

することがあります。警報接点を b 接点で使用する場合は、瞬時的な動作が発生することを配慮し、b 接点受

信側で信号の遅延動作（1 秒程度）を加えるなどの対策をしてください。  
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 注意 

本器は定期的にメンテナンスが必要です。 

メンテナンスのできない場所や、作業に危険を伴う以下のような場所には設置しないでください。 

 装置内など、メンテナンス時に装置を停止させる必要がある場所 

 装置の一部を取り外さないとメンテナンスができない場所 

 配管やラックなどによって本器が外せない場所 

 高圧線の近くなどメンテナンス作業時に危険を伴う場所  
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2 ダクトマウントキットにリモートセンサヘッド（GD-3）を挿入し、ね

じ（M5）4 本で固定する 

ガス校正が実施できるように、リモートセンサヘッド（GD-3）の

センサ部にチューブを接続し、ダクトマウントキットの上部に出

しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

3 ダクトマウントキットをダクトの穴に挿入し、ねじ（M6）6 本で固定す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記 
 リモートセンサヘッド（GD-3）をダクト内へ取り付ける際は、 

センサ部がダクト内壁に干渉しないように設置してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

ダクトマウントキット 

ダクト 
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4-7 ケーブルの接続 
 

4-7-1 本体のケーブルと機器の接続口 

本体のケーブル、機器の接続口は以下のとおりです。 

 

＜SD-3＞ 

 

 

 

＜SD-3SC＞ 

 

 

 

 

 

 

・電源ケーブル、 
 信号ケーブル 
 Max 2.0 mm2（シールド） 
・避雷器（TP-48） 

接点出力 
Max 2.0 mm2（シールド） 

<オプション> 
・電源ケーブル、 
 信号ケーブル 
 Max 2.0 mm2（シールド） 
・避雷器（TP-48） 

<オプション> 
・HART モデム用コネクタ 
（防爆エリアでの使用不可） 

・電源ケーブル、 
 信号ケーブル 
 Max 2.0 mm2（シールド） 
・避雷器（TP-48） 

接点出力 
Max 2.0 mm2（シールド） 

<オプション> 
・電源ケーブル、 
 信号ケーブル 
 Max 2.0 mm2（シールド） 
・避雷器（TP-48） 

<オプション> 
・HART モデム用コネクタ 
（防爆エリアでの使用不可） 

・リモートセンサヘッド（GD-3）接続ケーブル 
Max 2.0 mm2（シールド付きツイストペア） 
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注記 
 リモートセンサヘッド（GD-3）を接続する場合は、認証されたケーブルグランドを使用してください。 

 同時に使用できる外部ケーブルの接続口は 2 つです。（リモートセンサヘッド（GD-3）への接続ケーブルは除

く）接続には認証されたケーブルグランドを使用してください。 

 未使用の接続口はブランキングプラグで塞いでください。 

 変換アダプターを使用する場合は、1 つの接続口に対して変換アダプターを 2 個以上重ねて使用しないでくだ

さい。 

 変換アダプターをブランキングプラグとともに使用しないでください。  
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8 蓋を時計回りに回して取り付け、六角穴付き止めねじ（M4）1 本で

固定する 

六角穴付き止めねじ（M4）は六角棒スパナ（対辺 2）などの工具を

使用して締めてください。 

 

蓋を取り付ける際は、ケーブルを挟まないように注意してください。

また、蓋は時計回りに回りきらなくなるまで確実に取り付けてくださ

い。 

 

六角棒スパナ 
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6 センサが奥まで確実に装着されたか確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 センサガードを本体に取り付ける 

六角棒スパナ（対辺 8）やスパナを使用して取り付けてください。 

 

8 センサガードを六角穴付き止めねじ（M4）1 本で固定する 

六角穴付き止めねじ（M4）は六角棒スパナなどの工具を使用

して締めてください。 

 

 

※ 図は SD-3 です。取り付け方法はリモートセンサヘッド（GD-3）も同じです。 

 注意 

 センサ交換時の際に、センサによっては異物が混入すると指示変動の原因となる場合があります。  
 

4-9 アラームリレーの設定（オプション） 

アラームリレーを設定すると本器を単独ユニットとして操作することができます。 

アラームリレーはデフォルトでは非励磁に設定されています。 

 警告 

 AC 30 V または DC 42.4 V 以上の電圧を使う場合は、ケーブルに保護管を取り付けるか、二重絶縁ケーブル

を使用してください。  
 

センサ 

センサが奥まで 
装着されていない 

センサガード 

六角棒スパナ 
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5-4 操作方法 

本器の操作は、コントロールキーを使って行います。 

コントロールキーで本器正面の 4 つのキー（MENU/ESC キー、SET キー、▲キー、▼キー）に触れることにより操作

を行います。 

本取扱説明書では、コントールキーで各キーに触れる操作を“押す”と表記しています。 

 

＜コントロールキー＞ 

 

 注意  

 コントロールキーをガラス面に強く押し当てないでください。  
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5-5-2 ユーザーモードに切り替える 

 

1 検知モードで MENU/ESC キーを長押しする（約 3 秒間） 

 

 

 

ユーザーモードに切り替わります。  

2 ▲キーまたは▼キーを押して項目番号を選択し、SET キーを

押す 

 

 

 

 

 

選択した項目番号の内容が表示されます。 

各項目で設定、または表示を行います。 

 

 

 

3 操作が終了したら、MENU/ESC キーを長押しする（約 3 秒間） 

検知モードに切り替わります。 

 警告  

 操作が終了したら、MENU/ESC キーを長押しして、必ず検知モードに戻してください。本器は、調整・設定状態

ではガスを検知しません。ユーザーモードのまま放置した場合、検知モードに戻るのは 10 時間後です。その

間は無監視状態となり危険です。  
 

 

表示例：設定値表示を選択時 
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5-6 ゼロ校正を行う 

ガス濃度を正確に測定するために必要なゼロ校正を行います。 

ゼロ校正を行う前にゼロ校正用のガスを準備し、本器と接続してください。 

ゼロ校正の準備については、‘7-4-1 ガス校正の準備’を参照してください。 

 警告  

 ゼロ校正を周辺空気で行う場合は、周辺が清浄な大気であることを確認してから行ってください。雑ガスなどが

存在する状態でゼロ校正を行うと、正しい校正が行えず、実際にガスが漏洩した場合に危険です。  
 

 注意  

 ゼロ校正は、ゼロ校正用のガスを供給し、指示が安定してから行ってください。  
 

1 ユーザーモードで、▲キーまたは▼キーを押して［1-1］を選択し、

SET キーを押す 

 

 

2 ゼロ校正用のガスを導入し、SET キーを押す 

 

 

 

ゼロ校正が開始されます。  

3 ゼロ校正の結果を確認する 

ゼロ校正が成功した場合 

［PASS］と表示され、3 秒後、自動的に［1-1］の表示に戻ります。 

 

 

ゼロ校正に失敗した場合 

［FAIL］と表示され、3 秒後、自動的に［1-1］の表示に戻ります。 
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注記 
 ゼロ点（酸素の場合は N2）がゼロ付近より大きく変動しているなどの理由により、ゼロ校正が失敗した場合

は、［FAIL］を表示した後、［1-1］の表示に戻ります。この場合、ゼロ校正は実行されていません。 

 酸欠警報仕様では、［1-1］はスパン校正になります。清浄な大気を導入して［20.9］（vol%）に調整してください。

スパン校正については‘7-4-3 スパン校正を行う’を参照してください。  
 





5. 使用方法 5-7 設定値を確認する 

88 / 171 

・ 第二警報点表示 

第二警報点が表示されます。 

 

 

 

 

・ 警報遅延表示 

警報遅延時間（秒）が表示されます。 

 

 

 

 

・ ゼロサプレス値表示 

プラス側のサプレス値が表示されます。 

 

 

 

 

・ ゼロ追尾 ON/OFF 表示 

ゼロ追尾設定の ON/OFF が表示されます。 

（通常、お客様においては設定を変更することはできません。） 

 

 

・ 感度補正 ON/OFF 表示 

感度補正の ON/OFF が表示されます。 

（通常、お客様においては設定を変更することはできません。） 

 

 

 ▲キーを押すと、第一警報点表示に戻ります。 

 

4 MENU/ESC キーを押す 

［1-2.0］の表示に戻ります。 
 

注記 
 警報設定値の警報点、警報遅延時間、ゼロサプレス値はメンテナンスモードの環境設定 1 で設定できます。

（‘7-5 環境設定 1 を行う’参照）  
 

第一警報点表示 
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5-8 終了する 

本器の動作を終了する場合は、検知モードの状態で電源（DC 24 V）の供給を止めてください。 

 警告 

 本器の動作を終了することにより、上位（中央）システムで警報が動作する可能性があります。 

 本器の動作を終了する場合は、上位（中央）システムで INHIBIT 設定を ON（警報処理を停止）にしてから行っ

てください。また、本器の外部出力、外部接点出力端子に接続されている機器の動作を確認し、電源を遮断し

ても良いか判断してください。 

 接点を使用している場合（オプション）は、電源の供給を止めると接点が動作することがあります。  
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6-1-4 警報時の対応 

警報が発報されたときは、お客様の管理ルールに従い、速やかに対応してください。 

一般的には、以下の対応を行います。 

Step1 本器の指示値を確認する。 

 注意 

 瞬間的なガス漏れの場合、確認した時点では既に指示が低下していることがあります。ガス警報以外でノイズ

や偶発的な条件によって、一時的に警報状態になった場合にも指示が低下していることがあります。  
 

Step2 警報管理濃度に基づき、監視区域から人を遠ざけて安全を確保する。 

Step3 濃度表示が継続している場合は、原因となるガスの元栓を閉じて、ガス濃度が低下したことを確認する。 

Step4 ガス漏洩現場に行き、ポータブルガス検知器などによりガスの残存状況を確認する。 

 注意 

 ガスが残っていることを想定し、危険を回避できる装備をした上で作業を行ってください。  
Step5 危険がないことを確認し、ガス漏洩に対する処置を行う。 

6-2 故障警報動作 

本器内での異常動作を検知すると、故障警報を発報します。 

故障警報を発報すると、故障ランプ（FAULT）が点灯（黄色）し、以下のようにエラー番号が表示されます。 

 

＜センサ異常の場合＞ 

 

 FAULT が点灯（黄色） 

 

注記 
 故障状態から正常に復帰した場合は、イニシャルクリアを行い再始動します。 

 故障内容（エラー番号）とその対処方法については、‘9. トラブルシューティング’を参照してください。 

 故障警報の発報時には、原因を究明し、適切な処置を行ってください。機器に問題があり、故障が頻発する場

合は、すみやかに弊社にお問い合わせください。  

 

故障ランプ（FAULT） 



6. 警報動作 6-3 警告動作 

96 / 171 

6-3 警告動作 

本器の使用環境温度が仕様範囲を超えた場合、濃度表示と警告番号『E-27』を交互に表示します。 

その場合は本器の故障ではないため、引き続きガス測定を行います。外部出力値も測定ガス濃度に応じた 4 - 20 mA

を出力し、故障ランプも動作しません。 
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 注意 

＜アナログ伝送（4 - 20 mA）の場合＞ 

 4 - 20 mA は調整済みです。フルスケールオーバーの場合、約 20.5 mA 以上は出力しません。 

 INHIBIT 機能が ON の場合やイニシャルクリア中の場合、出力はメンテナンスモード中の 4 - 20 mA 出力設

定に従います。ESF（検知対象ガス：酸素）を使用する場合は、イニシャルクリア中に 2.5 mA など、低出力にな

ることがあるので注意が必要です。本器の起動時や仕様変更の場合は特に注意してください。 

 動作内容を良く理解し、必要に応じて受信側が誤警報を起こさないよう処置（スキップ状態にするなど）をしてく

ださい。 

 特に以下の場合は、注意が必要です。 

注意の必要な事例 
アナログ伝送 

4 - 20 mA 仕様 

ESF（検知対象ガス：酸素）（L-LL、L-H）を使用 

メンテナンスモード中、または INHIBIT 機能が ON

の場合で 2.5 mA を出力している場合は、 

上位（L 警報）にて誤警報の可能性があります。 

仕様変更 

ESF（検知対象ガス：酸素・0 - 25 vol%）へ変更 

他原理（H-HH）から変更した場合は、変更が確定

されるまで（［C-02］が表示されるまで）、 

4 mA（濃度ゼロ相当）が出力されます。 

仕様変更 

ESF（検知対象ガス：酸素・0 - 25 vol%）から変更 

0 - 25 vol%（L-LL、L-H）から変更した場合は、変

更が確定されるまで（［C-02］が表示されるまで）、

17.4 mA（約 84 %F.S.相当）が出力されます。 
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6-5 正確な警報を行うための各種機能 
 

6-5-1 ゼロサプレス機能 

本器に使用されているセンサは、環境変化による影響（温度特性，湿度特性など）や、干渉ガスによる影響（干渉特性）

を受けるため、本器の指示値に影響を及ぼします。そのため、正常時であってもゼロレベル付近では指示値の変動

が見られることがあります。 

ゼロサプレス機能は、このゼロレベル付近の環境変化や干渉ガスなどの影響を目立たなくするための機能です。この

機能を使用すると、設定値未満の指示変動を見えないように隠し（サプレッション）、ゼロ（酸素の場合は［20.9］

（vol%））を指示するようになります。 

 
＜ゼロサプレス機能なし＞ ＜ゼロサプレス機能あり＞ 

  

ゼロレベル付近の変動が指示値として表示 設定値まではゼロを表示 

注記 
 ゼロサプレス機能の標準設定値は、センサの仕様によって異なります。 

 検知対象ガスが酸素の場合、ゼロサプレス機能を有効にすると、20.9 vol%付近の変動が設定値までは 

［20.9］（vol%）を指示するようになります。なお、検知対象ガスが酸素の場合、ゼロサプレス機能の標準設定

値は±0.5 vol%（20.9 vol%に対して）です。 

 ユーザーモード、およびメンテナンスモードでは本機能は解除され、設定値未満の指示変動が起こります。 

 ゼロサプレス方式は、初期設定では［CUT］に設定されています。 

 プラス側のゼロサプレス値は、0 - 第一警報点の 2/3 まで（第一警報点が 25%LEL の場合、16%LEL まで）の

範囲で変更することができます。また、マイナス側のゼロサプレス値は、フルスケールの 5 % + 1 digit まで（フ

ルスケールが 100%LEL の場合、-5%LEL+1digit）の範囲で変更することができます。（通常、お客様において

は使用しません。） 

 

 注意 

 マイナス側のゼロサプレス値（ゼロ潜り）にはフルスケールの 5 %のサプレッションがかかっています。指示値

がフルスケールの 5%を下回るとエラー番号『E-1』が表示されます。この状態では正確なガス検知は行えませ

んので、周囲に雑ガスが無いことを確認してゼロ校正を行ってください。  
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6-5-2 センサ自動認識機能 

本器にはセンサを交換した場合や、センサの仕様を変更した場合にセンサを自動認識する機能があります。 

異なる製造番号のセンサや、異なる原理または仕様のセンサが装着された場合は、誤装着を防ぐため以下のように

表示されます。 

＜センサを交換した場合＞ 
定期交換時など、同一仕様のセンサ（原理、型式など）と交換した場合は以下のように表示されます。 

MENU/ESC キーを押すと、新しいセンサとして認識し、起動します。 

 

交換後のセンサが、交換前のセンサよりも製造年月日が同じ、または古い場合には、以下のように［C-01］と［USEd］

が交互に表示されます。 

古いセンサが誤装着された可能性があります。センサを確認してください。 

 

＜仕様を変更した場合＞ 
実装されていたセンサと異なる仕様のセンサ（原理、型式など）に交換した場合は以下のように表示されます。 

MENU/ESC キーを押すと、新規仕様のセンサとして認識し、起動します。 

仕様の変更を目的としていない場合は、誤装着の可能性があります。センサを確認してください。 

 

 注意 

 ［C-02］が表示されたときに、センサ仕様の変更（原理、センサ種類、検知ガス、検知範囲など）を確定すると、

ガス検知部としての仕様が変更されます。 

このとき、警報設定値のほか、以下に示すパラメータも初期設定値に変更されます。 

初期設定値以外で使用する場合は、メンテナンスモードで変更してください。 

・警報遅延 

・ゼロサプレス値 

・警報方式 

 ［C-02］が表示され、MENU/ESC キーで確定すると、同時にイニシャルクリアが開始され、動作が切り替りま

す。また、イニシャルクリア出力も連動して切り替ります。 

 メンテナンスモード中、外部出力の設定などは変更前の設定を維持します。特に注意してください。 

 ESF 仕様の警報方式には L-LL、L-H、H-HH の 3 種類があります。 

ESF（L-LL 警報）からの変更、または ESF（L-LL 警報）への変更については警報の向きが逆になります。  
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4 操作が終了したら、MENU/ESC キーを長押しする（約 3 秒間） 

検知モードに切り替わります。 

 警告 

 操作が終了したら、MENU/ESC キーを長押しして、必ず検知モードに戻してください。本器は、調整・設定状態

ではガスを検知しません。メンテナンスモードのまま放置した場合、検知モードに戻るのは 10 時間後です。そ

の間は無監視状態となり危険です。  
 

注記 
 パスワード設定が ON の場合は、メンテナンスモードへの切り替え時にパスワードの入力が必要です。 

 パスワードは、弊社があらかじめ設定しています。 

ご不明の場合は、販売店または最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。  

＜メンテナンスモードからユーザーモードに切り替える＞ 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを数回押して［2-9］を

選択し、SET キーを押す 

 

 

 

2 SET キーを押す 

 

 

 

 

 

ユーザーモードに切り替わります。 
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7-3-2 警報テストを行う 

指示値が警報点になったときに、警報が発報されるかどうかのテストを行います。 

 警告 

 警報テストは、メンテナンスモード中でも設定によって接点、ガス濃度出力が動作します。操作する場合は注意

してください。  

注記 
 本器の仕様がアラームリレーなしの場合も、手順 3 の操作が必要です。ただし、［on］を選択しても接点は動作

しません。  

 
1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを数回押して［2-0］を

選択し、SET キーを押す 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［2-0.1］を選択し、SET キーを押す 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［oFF］または［on］を選択し、SET キーを 

押す 

使用する接点の設定が警報、警報または故障の場合は［on］を、

それ以外の場合は［oFF］を選択します。 

 

 
 
 

 

 

 

4 ▲キーまたは▼キーを押して指示値を上下させる 
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7-3-4 LED テストを行う 

LED の表示テストを行います。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを数回押して［2-0］を

選択し、SET キーを押す 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［2-0.3］を選択し、SET キーを押す 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して［on］を選択し、SET キーを押す 

 

 

 

 

4 LED が全点灯することを確認する 

 

 

 

 

5 LED テストが終わったら、▲キーまたは▼キーを押して［oFF］を

選択し、SET キーを押す 

LED テストが終了します。 

MENU/ESC キーを押しても、LED テストを終了できます。 
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7-3-5 メモリテスト（RAM テスト）を行う 

メモリのテストを行います。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを数回押して［2-0］を

選択し、SET キーを押す 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［2-0.4］を選択し、SET キーを押す 

 

 

 

 

3 SET キーを押す 

 

 

 

 

メモリテストが開始されます。 

 

 

 

 

4 メモリテストの結果を確認する 

メモリに異常がない場合 

［PASS］と表示されます。 

 

 

RAM メモリに異常があった場合 

［F-rA］と表示されます。 

 

 

 

ROM メモリに異常があった場合 

［F-rO］と表示されます。 

 

 

 

RAM メモリと ROM メモリに異常があった場合 

［F-rA］と［F-rO］が交互に表示されます。 

 

 

 

5 結果を確認したら、SET キーを押す 

［2-0.4］の表示に戻ります。 
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＜ゼロ校正用ガス＞ 
 ゼロ校正用ガスは、ゼロ点を校正するためのガスです。周囲の空気に干渉不純物や測定ガスがない場合は、ゼロ

校正用ガスとして使用できます。O2 および CO2 センサには、窒素（N2）が使用されます。 

＜スパン校正用ガス＞ 
 スパン校正用ガスは、スパン校正中にセンサの感度を校正するためのガスです。スパン校正用ガスは、清浄な空

気または窒素で希釈された既知の濃度のガスです。O2 センサの場合、周囲空気からの酸素が使用されるため、

スパン校正用ガスは必要ありません。 

 検知対象ガスを使用して機器を校正すること（実ガス校正）を推奨しています。この方法は、代替ガス校正よりも正

確です。代替ガス校正は、実ガス校正が不可能な場合にのみ代替として実行できます。 

 メタンと水素は、実ガスのみで校正する必要があり、代替ガスでは校正しないでください。 

 スパン校正は、最後の有効なゼロ校正から 24 時間以内に実行する必要があります。 

 校正ガス濃度の管理方法は弊社ポータブル検知器の使用を推奨します。 

 販売店または最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。 

 

 警告 

 スパン校正用ガスは可燃性ガスや毒性ガスなどを使用します。誤って吸引してしまうと、健康を害したり、死亡

してしまう恐れがありますので、絶対に校正ガスを吸入しないでください。  

ガス検知部
型式

センサ
型式

検知対象 化学式 検知濃度
ゼロ校正用

ガス
スパン校正用ガス

(代替ガス)
希釈ガス

校正ガス濃度
(代替ガス濃度)

校正キャップ
校正冶具

流量
校正時間

サンプル
流量範囲

備考

NC-6318 メタン CH4 大気Air メタン 大気Air 50%LEL

NC-6319 イソブタン i-C4H10 大気Air イソブタン 大気Air 40%LEL

NC-6320 水素 H2 大気Air 水素 大気Air 40%LEL

60秒
0.4～
1.5L/min

SD-3NC
SD-3DNC
GD-3NC

100%LEL
NCF/SGF/SHF
センサ用
4283 9012 70

0.5±
0.1L/min

30分以上暖機してから調整を実
施願います。

ガス検知部
型式

センサ
型式

検知対象 化学式 検知濃度
ゼロ校正用

ガス
スパン校正用ガス

(代替ガス)
希釈ガス

校正ガス濃度
(代替ガス濃度)

校正キャップ
校正冶具

流量
校正時間

サンプル
流量範囲

備考

SHF-8601 一酸化炭素 CO 1000ppm 一酸化炭素 400ppm 120秒

SHF-8601 メタン CH4 5000ppm メタン 3200ppm

SHF-8602 イソブタン i-C4H10 2000ppm イソブタン 800ppm

SHF-8603 水素 H2 2000ppm 水素 800ppm

60秒

0.4～
1.5L/min

0.5±
0.1L/min

SD-3SP
SD-3DSP
GD-3SP

大気Air 大気Air
NCF/SGF/SHF
センサ用
4283 9012 70

・センサ無通電期間によって必
要な暖機を実施願います(10-3
原理別検知対象ガス"参照)。
・ゼロガス、校正ガスは湿度
10%RH以上加湿されているもの
を使用してください。ガスを加湿
する方法については販売店また
は最寄りの弊社営業所にお問い
合わせください。

ガス検知部
型式

センサ
型式

検知対象 化学式 検知濃度
ゼロ校正用

ガス
スパン校正用ガス

(代替ガス)
希釈ガス

校正ガス濃度
(代替ガス濃度)

校正キャップ
校正冶具

流量
校正時間

サンプル
流量範囲

備考

SGF-8562 硫化水素 H2S 100ppm 硫化水素 40ppm

SGF-8563 酸化エチレン C₂H₄O 100ppm 酸化エチレン 40ppm

SD-3GHS
SD-3DGHS
GD-3GHS

SGF-8562 二硫化炭素 CS2 200ppm 二硫化炭素 80ppm
IRFセンサ用
4283 9011 00

NCF/SGF/SHF
センサ用
4283 9012 70

0.5±
0.1L/min

120秒
0.4～
1.5L/min

SD-3GH
SD-3DGH
GD-3GH

大気Air 大気Air

・センサ無通電期間によって必
要な暖機を実施願います("10-3
原理別検知対象ガス"参照)。
・ゼロガス、校正ガスは湿度
10%RH以上加湿されているもの
を使用してください。ガスを加湿
する方法については販売店また
は最寄りの弊社営業所にお問い
合わせください。

ガス検知部
型式

センサ
型式

検知対象 化学式 検知濃度
ゼロ校正用

ガス
スパン校正用ガス

(代替ガス)
希釈ガス

校正ガス濃度
(代替ガス濃度)

校正キャップ
校正冶具

流量
校正時間

サンプル
流量範囲

備考

ESF-B242 アンモニア NH3 75ppm N2 アンモニア N2 75ppm

ESF-B245 塩素 CL2 1.5ppm N2 塩素 N2 1.5ppm

ESF-A24P 一酸化炭素 CO 150ppm N2 一酸化炭素 N2 150ppm

ESF-A24RP 硫化水素 H2S 100ppm N2 硫化水素 N2 100ppm

ESF-A24iH 硫化水素 H2S 30ppm N2 硫化水素 N2 30ppm

ESF-A24A 二酸化窒素 NO2 15ppm N2 二酸化窒素 N2 15ppm

ESF-A24E 塩化水素 HCL 15ppm N2 塩化水素 N2 15ppm

ESF-X24P2 酸素 O2 25vol% N2 酸素 N2 25vol%

ESFセンサ用
4283 9013 40

120秒
0.5±
0.1L/min

0.4～
1.5L/min

SD-3ES
SD-3DES
GD-3ES

・-25℃以下では使用環境に十
分なじませてから調整してくださ
い。
・55～70℃では積算で1週間程
度使用可能です。

・-25℃以下では使用環境に十
分なじませてから調整してくださ
い。

・-25℃以下では使用環境に十
分なじませてから調整してくださ
い。
・55～70℃では積算で1週間程
度使用可能です。
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7-4-2 ゼロ校正を行う 

ゼロ校正が正しく行われていないと、ガス濃度を正確に測定することができません。 

正確な測定を行うため、必ずゼロ校正を行ってください。 

ゼロ校正を行う前にゼロ校正用ガスを準備し、本器と接続してください。 

ゼロ校正の準備については、‘7-4-1 ガス校正の準備’を参照してください。 

 

 警告 

 ゼロ校正を周辺空気で行う場合は、周辺が清浄な大気であることを確認してから行ってください。雑ガスなどが

存在する状態でゼロ校正を行うと、正しい校正が行えず、実際にガスが漏洩した場合に危険です。  
 

 注意 

 ゼロ校正は、ゼロ校正用ガスを供給し、指示が安定してから行ってください。  
 

注記 
 ゼロ校正とスパン校正は決められた順番で行ってください。正しい順番で行わないとセンサ特性に影響する可

能性があります。 

GHF センサ： 最初にスパン校正、次にゼロ校正となります。 

GHF センサ以外： 最初にゼロ校正、次にスパン校正となります。  
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1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを数回押して［2-1］を

選択し、SET キーを押す 

 

 

 

2 ゼロ校正用のガスを導入し、SET キーを押す 

 

 

 

 

ゼロ校正が開始されます。 

 

 

 

3 ゼロ校正の結果を確認する 

ゼロ校正が成功した場合 

［PASS］と表示され、3 秒後、自動的に［2-1］の表示に戻ります。 

 

 

 

ゼロ校正に失敗した場合 

［FAIL］と表示され、SET キーを押すと、［2-1］の表示に戻ります。 

 

 

 

注記 
 ゼロ点（酸素の場合は N2）がゼロ付近より大きく変動しているなどの理由により、ゼロ校正が失敗した場合

は、［FAIL］が表示されます。この場合、ゼロ校正は実行されていません。  
 

7-4-3 スパン校正を行う 

ガス濃度を正確に測定するために必要なスパン校正を行います。 

スパン校正を行う前にスパン校正用のガスを準備し、本器と接続してください。 

スパン校正の準備については、‘7-4-1 ガス校正の準備’を参照してください。 

注記 
 スパン校正を行うには専用の治具が必要です。弊社担当営業員に依頼されることを推奨します。  



7. 保守点検 7-4 ガス校正を行う 

126 / 171 

＜標準レンジの場合＞ 

 注意 

 スパン校正は、スパン校正用のガス（警報設定値の 1.6 倍の濃度、またはフルスケールの 40%が適当）を供

給し、指示が安定してから行ってください。 

 酸欠警報仕様では、清浄空気に対する値が［20.9］（vol%）となるように調整してください。  
1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを数回押して［2-2］を

選択し、SET キーを押す 

 

 

 

2 スパン校正用のガスを導入し、SET キーを押す 

指示値がフルスケールの 10%未満では、SET キーは押せませ

ん。 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して、指示値を導入したガス濃度に合

わせ、SET キーを押す 

 

 

 

スパン校正が開始されます。 

 

 

 

 

4 スパン校正の結果を確認する 

スパン校正が成功した場合 

［PASS］と表示後、校正濃度の上限値が 

表示されます。 

 

 

スパン校正に失敗した場合 

［FAIL］と表示されます。 

 

5 SET キーを押す 

［2-2］の表示に戻ります。 
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5 スパン校正用のガスを導入し、SET キーを押す 

指示値がフルスケールの 10%未満では、SET キーは押せませ

ん。 

 

 

 

6 ▲キーまたは▼キーを押して、指示値を導入したガス濃度に合

わせ、SET キーを押す 

 

 

 

H レンジのスパン校正が開始されます。 

 

 

 

 

7 H レンジのスパン校正の結果を確認する 

・ H レンジのスパン校正が成功した場合 

［PASS］と表示後、校正濃度の上限値が 

表示されます。 

 

 

 

・ H レンジのスパン校正に失敗した場合 

［FAIL］と表示されます。 

 

 

8 SET キーを押す 

［2-2］の表示に戻ります。 

注記 
 指示値が導入したガス濃度より大きく変動しているなどの理由により、スパン校正が失敗した場合は、［FAIL］

が表示されます。この場合、スパン校正は実行されていません。 

 スパン校正に失敗した場合は、正しい濃度のスパン校正用ガスが供給されていたか、ガス校正用の治具に漏

れはなかったかなどを確認してください。正しくスパン校正が行われていなかった場合は、再度スパン校正を

行ってください。 

 正しくスパン校正が実行されている、または、再校正後もスパン校正ができない場合、ガスセンサの寿命と考

えられます。電源供給を止めて、弊社担当営業員までお知らせください。  
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7-5-3 日時設定 

内部時計の日時（年、月、日、時、分）を設定します。 

1 メンテナンスモードで、▲キーまたは▼キーを押して［2-4］を選択

し、SET キーを押す 

 

 

 

2 ▲キーまたは▼キーを押して［2-4.A］を選択し、SET キーを押す 

 

 

 

 

3 ▲キーまたは▼キーを押して、年（西暦）の下 2 桁を設定し、SET

キーを押す 

選択した項目（年（西暦）の下 2 桁）が点滅表示します。 

 

 

4 ▲キーまたは▼キーを押して月を設定し、SET キーを押す 

選択した項目（月）が点滅表示します。 

 

 

 

5 ▲キーまたは▼キーを押して日を設定し、SET キーを押す 

選択した項目（日）が点滅表示します。 

 

 

 

6 ▲キーまたは▼キーを押して時（24 時間表示）を設定し、SET

キーを押す 

選択した項目（時）が点滅表示します。 

 

 

7 ▲キーまたは▼キーを押して分を設定し、SET キーを押す 

選択した項目（分）が点滅表示します。 

 

 

 

［2-4.A］の表示に戻ります。 
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＜寸法図（SD-3（EC バリア無仕様））＞ 
 

＜拡散式＞ 

 

 

＜吸引式＞ 
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＜寸法図（SD-3（EC バリア有仕様））＞ 
 

＜拡散式＞ 

 

＜吸引式＞ 
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＜寸法図（SD-3SC＋GD-3（EC バリア無仕様））＞ 
 

 

＜拡散式＞ 
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＜寸法図（SD-3SC＋GD-3（EC バリア有仕様））＞ 

 

＜拡散式＞ 
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製品保証 

1. 取扱説明書・本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で、お買い上げの日から 3 年以内に故障した

場合には無料修理いたします。 
 
2. 修理やメンテナンスなどアフターサービスについては、本社営業部または最寄りの営業所などにお問合せください。 
 
3. 遠隔地への出張修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 
 
4. 保証期間内でも、次の場合には有料修理とさせていただきます。 

（イ）使用上の誤りおよび不当な修理又は改造による故障および損傷。 
（ロ）弊社および弊社指定のサービス代理店以外で修理または改造された場合の故障および損傷。 
（ハ）お買い上げ後の取付場所の移動、輸送、転倒、落下、保管上の不備などによる故障および損傷。 
（ニ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、異常電圧、定格外の使用電源（電圧、周波数）などの外部

要因による故障および損傷。 
（ホ）故障の原因が本製品以外に起因する場合。 
（ヘ）消耗部品（電池・ヒューズなど）の交換。 
 

 

センサ保証 

1. 取扱説明書・本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で、お買い上げの日または、センサ有料交換日

から 3 年以内（一部センサを除く）に故障した場合には無料交換いたします。各センサ型式の保証年数については、 
‘10-3 原理別検知対象ガス’を参照してください。 
但し、購入日または、センサ有料交換日から年 1 回以上の点検をセンサ保証の条件とさせていただきます。 

 
2. 修理やメンテナンスなどアフターサービスについては、本社営業部または最寄りの営業所などにお問合せください。 
 
3. 遠隔地への出張交換を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 
 
4. 保証期間内でも、次の場合には有料交換とさせていただきます。 

（イ）取扱説明書・本体貼付ラベルなどの注意書きを守らずに使用した場合。 
（ロ）弊社および弊社指定のサービス代理店以外で修理または改造された場合の故障および損傷。 
（ハ）お買い上げ後の取付場所の移動、輸送、転倒、落下、保管上の不備などによる故障および損傷。 
（ニ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、異常電圧、定格外の使用電源（電圧、周波数）などの外部

要因による故障および損傷。 
（ホ）故障の原因が本製品以外に起因する場合。 
（ヘ)設置環境中の共存ガス（酸性ガス、アルカリ性ガス、アルコール、シリコーン等）の影響によるセンサガス感度 

の変化、故障及び損傷。  






















